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欧米の経済低迷が懸念されていますが、これまで成長路線だったアジアは今後どうなる
のでしょうか？

東アジア（中国、韓国、香港、台湾、およびＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合））の輸
出金額を２００５年と２０１０年で比較すると、東アジア向けは８,９１７億米ドルから１
兆６,１２４億米ドルと大きな伸び（＋８１%）を示しています。中国や、ＡＳＥＡＮ向け
の貿易が活発化し 輸出金額が大きく増加したことが背景にありますの貿易が活発化し、輸出金額が大きく増加したことが背景にあります。

この背景にはアジア諸国の設備投資や個人消費の拡大のほか、アジア域内の連携強化な
どがあります。

たとえばＡＳＥＡＮでは域内だけでなく、２００９年には対インド、２０１０年には対
中国など成長著しい近隣諸国との積極的な経済連携協定（ＥＰＡ）や自由貿易協定（ＦＴ
Ａ）を進めています。また、環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）の交渉も行われるなど、アＡ）を進めています。また、環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）の交渉も行われるなど、ア
ジア全体を巻き込んだ連携が強まりつつあります。ＦＴＡやＴＰＰが発効されれば関税が
撤廃されるため、貿易は一層活発化し、アジアの経済成長に大きく貢献すると予測されて
います。

内需拡大による経済の伸びに加え、経済の相互連携を強めることで、アジアは今後も世
界経済での存在感を高めていくことでしょう。
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